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001.「あのさ、チンポ貸して」

おーい、幼馴染みくん。
あのさ、チンポ貸して。
チ、ン、ポ。
男の子についてる生殖器のこと。
ちょっと貸してくれる？
いや、だからさ、冗談じゃないって。
チ、ン、ポ。
色々あって調べないといけないの。
男の人のチンポ。
事情は分かってくれるでしょ？
腐れ縁なんだからさ。

ま、分かってくれなくても関係ない。
ほら、こっちまでついてきて。
精子研究部の部室、入るよ。

ん、ここなら誰もいないよ。
じゃ、そろそろチンポ見せて。
色々あって調べないといけないの。

ん、なに恥ずかしがってるの？
お互い無駄に長い付き合いでしょ。
彼氏彼女の関係じゃなくても、チンポ見せるくらい良いじゃん。
一緒にお風呂入って見せ合ってたじゃん。
お互いちんぽとおまんこが発達してない頃に。
はあ、そんなに嫌なの？
両手で股間をガードしなくていいよ。
今からフリーキックするわけじゃないんだから。



はあ...連れないなあ。
だって、チンポ見せるだけだよ。
食べたり切ったりしないからさ。
もちろん、いきなりチンポ触ったりもしないよ。
それじゃ、ただの変態痴女になるじゃん。

うん、ただ観察するだけだから。
男の子のチンポがどんな感じか。
はい、ズボン脱いで。
ほら、遠慮はいらないからさ、さっさと脱いじゃって。

ふーん、パンツ越しだとこんな感じなんだ。
テント貼ってるみたい。
なんかすごいね。
これ、確か勃起っていうんでしょ？
男の子の勃起、初めて見た。
うん、ほんとに初めて見た。
チンポって単語、昨日知ったばかり。
男性器もペニスもダサいから、チンポって呼んでるの。

うん、よく分かんないよね。
今はよく分かんないと思うけど、その時が来たら説明する。
最初に事情があるって言ったでしょ。
はい、それじゃ、生のチンポ見せて？

へえー、直接見たらこんな感じなんだ。
ま、イメージ通りっていうか、確認出来たっていうか。
やっぱりこんな感じなんだ。
よし、それじゃ、観察目的で君のチンポ借りるね。

はい、まずはチンポの形、じっくり観察するよ。



ふーん、先端が尖ってて、のけぞってるね。
なんかビクビクしてる。
うわ、どんどんおっきくなってきた。
もしかして、さっきから興奮してるの？
チンポ見られただけで。
はあ...なんか男の子って単純だね。
ま、安心して。
女子にチンポ見られると、誰でもこうなるんでしょ。

じゃ、次はチンポの長さ、測るよ。
しょっと。

定規、準備しといたから。
ほら、ここ、恥骨に押し当てるよ。
ここに当てないと、正確な長さが分かんないらしいから。
あ、ちょっと痛いかな？
ごめん、一瞬だけ我慢してくれると嬉しい。
えっと、普通におっきいのかな、これ。
よく分かんないけど。
って、うわ、測ってたらバキバキになってきた。
血管、すごい浮き出てる。
もしかしたら君、変態の素質あるよ。
触ってもないのに、ここまでおっきくなるんだもん。
くすくす...ま、こんなとこ連れてきて、変態呼ばわりしてるわたしも、変態
かもね。

にしても、チンポってここまでおっきくなるんだね。
じゃ、最後にチンポ描くから、立ったままモデルになって。

うん、チンポの長さはこれくらいかな。
先端が尖ってて、血管が脈打ってて、なんか強そうな感じ。



男の子を象徴する部分だもんね。
かっこいいよ、君のチンポ。
うん、冗談じゃなくて、立派なチンポだと思う。
それに、チンポ袋、金玉も。
すごいね、どっしりぶら下がってる。
まん丸で、固まってる感じ。
なんか、暑い時はぶらぶら垂れ下がって、寒い時は縮こまるらしいね。
ってことは、寒い季節のまん丸チンポ袋か。
ん...しょ...よし、こんな感じかな。
はい、もういいよ。
チンポ、チャックしよっか。

お、ちょうどいいタイミング。
じゃ、今日は必要な調査も終わったし、そろそろ帰ろっか。

その...今日はありがと。
色々手伝わせちゃって。
でも、いつか借りは返すから、その日まで待っててくれると嬉しい。
じゃ、解散ね。


